
重点科目 重点課題 取組 発展的取組

国語 ・基礎・基本的な内容の
定着

・高校入学前までの内容も含めた基
礎・基本的な事項の学習を反復・継
続させる。
・「授業確認シート」を活用し、「書く」
課題に毎時間取り組ませる。

・漢字能力検定等の資格・検定の取
得に取り組ませる。
・「書く」課題の内容の共有・発表を生
徒自身に行わせる（グループワーク、
ＩＣＴ機器）。

地歴公民 ・基礎的・基本的な知識
技能の定着

・基礎知識の反復学習。
・他教科との緊密な連携。

・地理歴史・公民科の学習内容を実
生活へ反映できる取り組みの実施。

数学 ・基本的内容の徹底
・高校での内容だけでなく、小学校や
中学校で習った基本的な内容に重点
をおいた授業の実施。

・問題解決の過程において、驚き・面
白さを味わうことができるような授業
の実施。

理科 ・観察・実験を行う
・基礎・基本の定着

・理科に興味を持つような観察・実験
などの体験活動の実施。
・義務教育で扱った内容の復習も含
めた基礎・基本の定着を目指す授業
の実施。

・SIP拠点校として、池プロジェクトを
推進するとともに、希望者に日頃の
取組や研究等の発表を斡旋。

保健体育

・体育では、身体を動か
すことの楽しさ、喜びを
味わうことができる。
・保健では、健康のた
めの基礎基本を身に付
ける。

・体育では、グループ学習により協調
性を高める内容を取り入れるととも
に、コーディネーショントレーニングを
行うことによい、より良い身体活動が
できるよううにしていく。
・保健では、健康に関する身近な話
題も積極的に取り入れ、課題解決し
ていく能力を身に付ける。

・体育では、ICT機器を活用した授業
を行う。バレーボール大会を実施し授
業の成果を確認するとともに、仲間と
協力して取り組む機会を設ける。
・保健では、調べ学習等を行うことに
より、課題解決をするとともに、仲間
とも共有する。

英語 ・基礎力の定着
・基本的な語彙や表現の確認テスト
を実施。
・音読やペアワークの機会を設ける。

・ALTを活用し、学習した語彙や表現
を使い、英語でコミュニケーションを
取る機会を増やす。
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